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集

制

編

印

今
年
は
、
強
い
寒
気
団
に
包
土
ふ
れ
例
年

に
な
い
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し
疋
ガ
¥
こ

の
寒
愚
を
つ
い
て
¥
去
る

2
月
5
B
(巴

曜
日
)
仁
、
第
2
回
大
洗
聞
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前
海
岸
道
路
の

コ
ー
ス
で
盛
大
に
田
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

昨
年
に
引
き
続
き
第
2
回
目
と
し
て
行

な
わ
れ
吃
こ
の
目
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
参

加
者
の
出
足
も
貯
謂
、
定
刻
の
午
前
9
時

に
は
つ
め
か
け
だ
小
中
高
槙
・
一
般
の
男

女
自
場
者
相
名
の
皆
さ
ん
で
集
合
場
所
も

満
杯
の
盛
況
で
し
た
。

開
会
式
で
は
大
洗
町
体
育
協
会
会
長
の

竹
内
宏
田
畏
か
ら
「
器
さ
ん
全
員
ガ
元
気

で
完
走
す
る
よ
う
頭
張
っ
て
下
さ
い
。
し
と

の
瀕
励
の
撲
協
が
あ
り
¥
早
速
競
技
に
移

り
ま
し
だ
。

先
ず
¥
種
目
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
¥
小

学
女
子
の
部
の
皆
さ
ん
ガ
竹
内
町
長
の
号

砲
を
合
留
に
元
気
に
ス
タ
i
ト
し

¥
2闘

の
コ
i
ス
に
挑
戦
し
ま
し
だ
。

こ
の
あ
と
、
小
学
男
子
・
中
学
女
子
の

2
刷
¥
中
学
男
子
・
高
根
・
一
般
の
女
子

の
3
師
、
高
根
・
一
般
・
壮
年
の
男
子
5

闘
の
各
種
目
ガ
行
な
わ
れ
¥
巴
頃
鍛
え
だ

健
闘
を
競
い
合
い
ま
し
だ
。

そ
の
結
果
次
の
方
々
が
入
費
し
、
メ
タ

ん
と
翼
状
ガ
贈
ら
れ
¥
制
名
の
皆
さ
ん
に

完
走
賞
ガ
手
渡
さ
れ
成
功
還
に
大
会
の
幕

を
閉
じ
ま
し
だ
。

⑧
小
学
女
子
の
部

(
2
M
)

1
位

桜

井

典

代

自

分

M
秒(磯小
6
)

2
位
田
山
知
恵
子

8
分
間
秒
(
大
賞
小
5
)

3
位

名

越

淳

子

8
分
幻
秒
(
磯
小
6
)

4
位

佐

藤

久

美

8
分
幻
秒
(
磯
小
5
)

5

位

梶

間

桂

子

8
分
針
秒
(
大
貫
小
5
)

6
位
古
川
順
子
自
分
位
秒
後
小
6
)

⑧
小
学
男
子
の
部

(
2
M
)

ー

位

飛

田

浩

治

7
分開山秒(磯小
6
)

2
佼

臼

庭

宏

幸

7
分
お
秒
(
機
小
5
)

3
位

田

口

泰

司

7
分
M
秒(磯小
6
)

4
位
加
部
東
壮
行

7
分
幻
秒
(
磯
小
5
)

5
位

今

関

雅

好

7
分
的
秒
(
磯
小
6
)

6
位

小

泉

勇

一

7
分円相秒(磯小
6
)

畿
中
学
女
子
の
部

(
2同
)

-

位

和

田

美

鈴

8
分
回
秒
(
古
車
2
)

2
位

深

作

裕

美

8
分
悦
秒
(
一
中
1
)

3
位
深
作
ひ
ろ
子

8
分
ぬ
秒
(
一
中
1
)

4
位

深

作

春

美

8
2秒(南中
1
)

5
位
鈴
木
久
美
子

8
分
必
秒
(
南
中
2
)

6
位
清
水
真
理
子

8
分

話

事
1
)

融
暗
中
学
男
子
の
部

(
3
M
)

-

位

佐

藤

由

隆

m分
お
秒
(
一
中
1
)

2
位
小
野
瀬
好
文
芸
器
(
車
2
)

3
位

小

林

正

義

叩

分
M
M

秒(一中
2
)

4
位
臼
庭
明
仲
立
作
曲
秒
(
一
中
2
)

5
伎
坂
田
孝
雄
日
山
分
間
山
秒
(
一
中
2
)

6
位

鈴

木

忍

日

分

ω秒(…中
2
)

⑬
一
般
・
高
校
女
子
の
部

(
3
M
)

1
位
問
中
佐
和
子
日
分
mw
秒
(
大
婆
問
1
)

2
位
川
澄
陽
子
日
分
凶
秒
(
大
量
1
)

3
位
深
見
美
津
枚
岩
治
秒
(
一
般
)

4
位
大
川
貴
子
日
分
ロ
秒
(
一
般
)

5
位
関
根
た
か
子
日
日
分
お
秒
(
一
般
)

@
高
校
男
子
の
部

(
5し
附

)

-

位

杉

山

勝

則

U
Z秒
(
大
婆
同
14)

去
る
2
月
4
日
・

5
日
の
両
日
、
第

5
問
自
を
迎
え
た
磯
節
全
国
大
会
の
予

選
会
が
当
町
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
磯
節
の
保
存
伝
承
」
を
目
的
に
し

た
こ
の
大
会
も
今
で
は
す
っ
か
り
定
着

し
、
今
年
も
本
県
を
中
心
に
近
県
か
ら

制
名
の

η

の
ど
自
慢
U

の
方
々
が
参
加

し
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
一
冗
当
軒
か
ら
も
平
岡
清
さ
ん
、
田

口
浩
子
さ
ん
な
ど
7
名
の
方
々
が
出
場

し
、
日
頃
自
慢
の
か
の
ど
。
を
競
い
合

い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
却
名
の
皆

さ
ん
が
見
事
予
選
を
通
過
し
、
決
勝
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
の
予
選
通
過
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

田
口
浩
子
さ
ん
(
磯
浜
町
二
五
七
九
)

平
岡
清
さ
ん
(
磯
浜
町
三
一
九
)

な
お
、
決
勝
大
会
は
2
月
日
日
の
建

国
記
念
日
に
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ

i
ル
で
、
厳
し
い
予
選
を
か
ち
ぬ

か
れ
た
却
名
で
行
な
わ
れ
、
橋
本
靖
光

さ
ん
(
那
珂
町
)
が
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。

2
位

磯

崎

一

典

芸

彰

夫

書

1
)

3
位

谷

裕

一

穿

話

(

求

書

2
)

4
位
深
作
修
士
巾
四
分
幻
秒
(
大
洗
嵩
2
)

5
位
佐
久
間
逸
郎
時
分
お
秒
(
大
婆
同
2
)

6
位
鈴
木
正
之
一
四
分
一
蒜
(
水
戸
廃
)

⑧
一
般
男
子
の
部

(
5
M
)

1
位
栗
原
幹
雄
耳
目
岨
秒
(
一
般
)

2
位
高
沢
賢
回
分
泌
秒
(
一
般
)

3
位
菊
池
勝
回
分
お
秒
(
一
般
)

4
位
後
藤
一
郎
日
分
幻
秒
(
一
般
)

5
位
小
野
瀬
竜
雄
九
四
分
回
一
秒
(
一
般
)

6
位
小
松
崎
茂
雄
日
分
団
秒
(
一
般
)

⑧
壮
年
の
部

(
5
M
)

-
位
、
氷
堀
治
四
分
一
M

秒
(
一
般
)

2
佼
古
市
俊
彦
刊
日
分
お
秒
(
一
般
)

3
位
北
野
医
四
郎
お
分
幻
秒
(
一
般
)

4
位
石
原
幹
也
加
分
一
出
秒
(
一
般
)

5
位

八

木

輝

男

m分
幻
秒
(
一
般
)

6
位
青
野
忠
純
辺
分
計
一
秒
(
一
般
)

第

5
囲
磯
簡
金
盟
大
会

入

賞

者

(
敬
称
略
)

@

優

勝
橋
本
靖
光
(
那
珂
町
中
台
)

⑧
準
優
勝
小
松
松
山
(
友
部
町
)

斉
藤
常
土
口
(
臼
立
査
一
呂
田
町
)

長
谷
川
孝
太
郎
(
水
一
戸
市
吉
沢
町
)

⑧

入

賞
中
村
靖
幸
(
水
戸
市
見
和
)

友
部
郎
子
(
水
戸
市
本
町
)

上
回
義
明
(
水
一
戸
市
士
口
沼
町
)

福
田
由
紀
子
(
勝
田
市
足
崎
)

横
須
賀
喜
美
子
(
勝
田
市
共
栄
町
)

岩
下
芳
月
(
水
戸
市
一
川
和
田
町
)



第147号 (2)

昨
年
暮
も
お
し
迫
つ
て
の
、
師
走
総

選
挙
と
第
2
次
中
曲
目
恨
内
閣
の
発
足
の

関
係
で
、
例
年
、
年
末
に
行
な
わ
れ
て

い
た
政
府
の
予
算
編
成
も
年
明
け
に
ず

れ
込
み
、
こ
の
た
め
、
中
央
と
の
予
算

折
衝
や
要
議
・
陳
情
活
動
も
、
一
月
下

旬
に
行
な
わ
れ
た
各
省
庁
に
対
す
る
大

蔵
省
原
案
の
提
示
を
中
心
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
竹
内
町
長
も
こ
の
た
め
、
年
末
と
疋

月
明
け
早
々
か
ら
十
度
を
超
、
え
て
上
京

し
、
大
蔵
省
・
建
設
省
・
運
輸
省
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
各
省
庁
や
、
衆
議

院
・
参
議
院
の
両
会
館
・
自
民
党
本
部

等
で
、
地
元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
国
会
議
員
の
先
生
方
の
お

力
添
え
を
得
て
、
港
湾
整
備
の
促
進
の

た
め
の
予
算
獲
得
や
水
資
源
導
水
事
業
、

那
珂
川
改
修
卒
業
等
々
、
政
治
問
題
に

対
す
る
要
望
・
陳
情
等
に
精
力
的
に
活

動
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

も百

細
田
吉
蔵
運
輸
大
差
に
対
す
る
陳
情

ら議うおお昭和59年3月 1El 

右側・竹内宏大洗町長中央@縮問運輸大臣，左側・竹内藤男県知事，

一
、
ヵ

i
ブ
ミ
ラ

1

5
基

(
ロ
万
2
千
円
相
当

社
会
を
明
る
く
す
る
推
進
協
議
会

代

表

川

川

崎

実

殿

交
通
安
全
施
設
と
し
て
町
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
拾
万
円
也

大
洗
町
磯
浜
町

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

笹

日

直

人

殿

身
体
障
害
者
福
祉
事
業
の
一
部
に

と
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
学
童
・
通
学
用
腕
章
一

O
O枚

(
3
万
2
千
円
相
当
)

大
洗
町
東
宏
会

会

長

鴨

川

成

殿

交
通
安
全
用
品
と
し
て
町
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

幸長

布

二
七

O
枚

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

開

明

寿

会

代
表
高
橋
兼
士
口
殿

磯
浜
小
学
校
へ
清
掃
用
と
し
て
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

山
地
急
手
当
を
身
に
付
け
よ
う

救
急
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

全
国
で
も
十
六
秒
に
一
回
の
割
合
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
「
ケ
ガ

人
」
や
「
急
病
人
」
が
発
生
し
た
場
合

に
、
医
師
の
治
療
を
受
け
る
前
の
適
切

な
処
置
が
で
き
な
か
っ
た
為
、
尊
い
生

命
を
失
っ
た
ケ

i
ス
も
多
い
の
で
、
臼

善
意
の
寄
脚

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

に
昭
和
五
十
九
年
一
月
中
に
次
の

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
附

を
よ
せ
て
頂
い
た
方
の
「
ま
ご
こ

ろ
L

と
寄
附
の
ご
趣
旨
を
生
か
し
、

社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

機
弐
万
五
千
円
也

大
洗
町
六
八
八
一
番
地

海

楽

清

水

利

雄

殿

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

常
生
活
の
中
で
起
き
た
事
故
に
ど
っ
対

処
す
る
か
が
重
要
で
す
。
頭
の
中
で
知

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ざ
事
故

に
夜
一
商
し
た
と
き
、
直
ぐ
適
切
な
処
穫

が
で
き
る
よ
う
に
一
人
一
人
が
身
に
付

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
在
消
訪
考

で
は
、
各
種
団
体
及
び
事
業
所
等
を
対

象
に
救
急
処
置
の
実
技
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
指
導
を
受
け
た
い
場

合
は
大
洗
町
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
電

附
一
一
一
九
(
大
洗
町
消
防
署
)

大
洗
海
岸
の
松
林
の
一
隅
に
あ
る
、

「
雲
も
ま
た
自
分
の
よ
う
だ

自
分
の
よ
、
つ
に

途
方
に
く
れ
て
い
る
の
だ

の
書
き
出
し
の
雲
の
詩
碑
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
詩
人
山

村
暮
鳥
は
、
娩
年
を
当
町
磯
浜
町
明
神

町
で
過
し
、
日
歳
の
若
き
で
そ
の
生
渡

を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
で
生
誕

百
年
を
迎
え
た
昨
今
、
各
方
面
で
話
題

と
な
り
取
り
上
げ
ら
れ
、
官
再
審
鳥
再
評
価

の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

財
屈
法
人
・
常
陽
芸
文
セ
ン
タ
ー
で

も
機
関
紙
ρ

常
陽
芸
文
u
1
月
号
で
こ

大
洗
町
と
暮
鳥

れ
を
取
り
上
げ
、
「
芸
文
風
土
記
・
空

と
品
一
一
一
世
一
と
海
と
・
大
洗
町
と
募
鳥
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
特
集
を
組
み
、
詳
細
な

紹
介
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
暮
由
時
に

つ
い
て
深
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る

方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
御

参
考
に
で
も
な
れ
ば
と
、
こ
こ
に
お
知

ら
せ
す
る
わ
け
で
す
。

η

常
陽
芸
文
U
1
月
号
は
定
価
川
刷
用

で
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
由
申
し

込
み
ゃ
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、
常
陽
銀
行
・
大
洗
支
応
(
一
電
話
・

問
2
1
3
1
)
で
受
け
付
け
て
い
ま

す。

大
洗
出
神
宮
寺

大
洗
史
探
会

現
夜
大
洗
磯
前
神
社
に
は
神
宮
寺
の

記
録
が
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
磯
浜
町

竹
の
一
?
と
い
っ
て
も
余
り
良
く
知
ら
れ

て
居
な
い
が
、
釘
池
と
一
一
一
一
筒
、
え
ば
年
輩
の

方
は
品
目
メ
ダ
カ
や
鮒
取
り
に
行
き
、
田

植
え
の
す
ん
だ
ば
か
り
の
図
を
荒
し
て

農
家
の
大
人
達
に
叱
ら
れ
た
用
水
池
と

言
え
ば
想
い
出
さ
れ
る
事
と
想
う
。
取

入
れ
が
す
む
と
田
植
迄
満
々
と
春
迄
水

を
湛
え
て
厨
た
池
の
東
隅
に
、
神
宮
寺

跡
と
言
、
7
小
字
地
名
が
あ
る
。

品
目
大
洗
磯
前
神
の
社
域
が
此
の
地
迄

あ
っ
た
の
か
、
或
は
古
く
は
神
社
が
此

の
神
宮
寺
附
近
に
あ
っ
た
の
か
、
誰
か

関
之
助

i召

業
の
謎
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
人
を

望
ん
で
い
る
。

記
録
に
よ
る
と
一
六
七
二
年
(
寛
文

十
二
年
)
神
仏
分
離
に
よ
り
大
洗
磯
前

神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
大
洗
山
神
宮
寺

の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
、
通
称
オ
ア
ミ

ダ
様
を
久
慈
郡
金
砂
郷
村
大
豆
に
あ
る

一
克
真
言
宗
阿
弥
陀
般
芳
寺
に
移
さ
れ
た
。

一
六
八
一
一
一
年
(
天
和
一
一
一
年
)
桑
祐
が
改

宗
し
普
賢
詫
と
し
て
中
興
関
山
二
ハ
九

二
年
(
一
沌
禄
五
年
)
日
光
輪
王
寺
宮
か

ら
現
在
の
来
迎
院
の
号
を
受
け
た
。

現
夜
此
の
寺
は
天
台
宗
で
あ
る
。

四
月
か
ら
の
保
険
料
の
引
上
げ
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納

め
て
い
る
方
は
、
月
額
(
六
、
二
二

O

円
+
四
O
O円
)
六
、
六
二

O
円
と
な

り
ま
す
。
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

保
険
料
の
引
上
げ
に
よ
る
積
立
金
の

増
額
な
ど
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

ヨ
腎
¥

」

抱

一

瞥

河

川

可

一
与
一

f
L
¥
¥

」

厨

一

¥

¥

1

0

J

J
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ハ
輔
盟

V
Aグ
ぱ
九
ぽ
輔
、

〆誌づ

G
d
z

関
口
出
年
金
の
保
険
料
が

開
閉
月
か
ら
六
、
二
二

O
円
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
が
今
年
の
四
月

か
ら
一
ヶ
月
に
つ
き
、
六
、
二
二

O
円
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
不
幸
に
し
て
病
気
や

ケ
ガ
で
障
答
者
に
な
っ
た
り
、
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い

は
年
を
と
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
と
き

等
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
支
給
し
て
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。

自
民
年
金
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
保
検
料
と
そ
の
利
子
及
ぴ

国
庫
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

急
速
に
到
来
す
る
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
年
金
の
受
給
者
は
あ
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

保
険
料
を
ど
、
っ
し
て
も
引
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、

ひ

み

留
民
年
金
探
轟
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑬

@
あ
し
国
鉄
北
陸
本
線
高
岡
駅
下
車
場
高
岡

駅
か
ら
パ
ス
で
約
五
十
分
。
九
澱
浜
田

民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
前
下
車
。
国
鉄

氷
見
線
の
氷
見
駅
か
ら
だ
と
パ
ス
二
十

五
分
。
下
車
す
る
パ
ス
俸
は
閉
じ
。

⑧
ひ
と
ロ
ガ
イ
ド

虻
ヶ
島
を
眼
下
に
見
お
ろ
す
高
台
に

あ
り
、
一
一
一
措
の
展
望
浴
場
か
ら
見
る
富

山
湾
は
絶
景
。
天
気
の
良
い
ぽ
は
立
山

連
峰
が
海
上
に
姿
を
あ
ら
わ
す
V

超
音

波
気
泡
も
自
慢
の
一
つ
。
一
麦
は
近
く
の

海
で
海
水
浴

が
楽
し
め

る
。
島
尾
の

海
水
浴
場
も

近
い
。
味
の

よ
い
氷
見
の

新
鮮
な
魚
が

食
べ
ら
れ
る

こ
と
と
、
腕

ひみ

大境i::.;問

(
富
山
県
氷
克
市
)

き
き
の
板
前
さ
ん
が
こ
れ
を
料
理
し

て
く
れ
る
の
が
特
徴
。

⑧
指
泊
利
用
料
二
泊
二
食
付
)

被
保
険
者
等
・
:
・
・
・
四
、

0
0
0円

一
般
:
:
:
図
、
四
O
O円

小
学
生
:
:
:
一
一
一
、
七
O
O円

⑧
予
約
申
込
み
・
問
合
せ

「
ひ
み
」
へ
直
接

〒
九
三
五

i
O田

富
山
県
氷
見
市
姿
四
O
O番
地

T
E
L
(
O七
六
六
)

七
九

l
一一一一二回



昭和591手3F.llB弘、

本
年
度
分
1
棟
関
戸
が
完
成

らあお議室

さ
れ
た
入
居
者
が
1
月
I
R
か
ら
入
居

し
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
は
第
2
種
中
層
耐
火
4
階

建
の
モ
ダ
ン
な
住
宅
(
家
賃
・
月
額
2

万
2
千
円
)
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、

既
に
5
棟
前
一
戸
が
完
成
し
た
こ
と
に
な

り
進
捗
率
は
船
%
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
年
度
の
昭
和
田
年
度
は

第
l
種
中
層
耐
火
3
階
建
・

4
棟
担
一
戸

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

郷
土
工
芸
伝
承
者
と
し
て

中
出
勝
之
助

小
野
瀬
正
蔵

当
前
向
の
工
芸
技
術
職
人
で
あ
る
、
中

山
勝
之
助
(
七
七
)
さ
ん
と
小
野
瀬
正
蔵

(
六
九
)
さ
ん
が
昭
和
田
年
度
「
茨
城
県
郷

土
工
芸
技
術
伝
象
者
」
と
し
て
受
賞
さ

れ
、
去
る
1
月
缶
百
に
行
わ
れ
た
ほ
う

賞
式
で
竹
内
知
事
の
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

ほ
う
賞
式
は
水
戸
市
大
町
に
あ
る
、

茨
城
県
公
館
で
媛
大
に
開
催
さ
れ
、
席

上
出
席
の
来
賓
の
方
々
よ
り
、
各
地
域

に
お
い
て
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
に
対

し
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

中
山
勝
之
助
さ
ん
は
県
内
で
唯
一
の

大
漁
旗
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

N
I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
p
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
J
 

J
引
引
引
U
引

刊

ゴ

そ

ん

な

時

は

検

査

を

受

け

て

下

さ

然

し

、

あ

ま

り

神

経

質

に

な

り

す

一

躍

閣

議

閣

」

⑫

ぃ

。

治

療

と

し

て

は

食

事

と

運

ぎ

て

薬

を

呑

み

す

ぎ

た

り

食

事

二

動
と
薬
療
法
で
す
が
、
く
わ
し
い
食
制
限
し
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
低
血
糖
一

一
糖
康
病
の
皐
期
発
売
と
事
療
法
と
薬
処
方
は
医
師
に
栢
談
す
と
な
り
失
神
発
作
を
起
す
事
も
あ
り
一

一
健
康
管
理
足
つ
い
で
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
自
分
で
出
ま
す
か
ら
考
え
す
ぎ
ぬ
事
で
す
。

一

来

る

こ

と

は

、

尿

糖

を

ペ

ー

パ

ー

で

(

大

洗

医

師

会

・

提

供

)

一
最
近
糖
尿
の
人
が
増
、
え
て
い
ま
す
。
早
朝
し
ら
べ
る
こ
と
、
標
準
体
重

一
遺
伝
的
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
食
糧
(
身
長
か
ら
削
を
引
い
て

M
を

掛

け

一

一

豊

富

で

、

車

社

会

の

た

め

運

動

不

足

た

数

値

)

を

維

持

す

一

一
に
陥
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
る
こ
と
で
す
。

/
7
j家
Y

¥

弥のム雪一

一
そ
の
症
状
は
、
肥
満
体
で
あ
る
こ
簡
単
に
は
食
事
は
あ
付
与
か

λ
1抗
グ

L
Aザ
竹
町
け
け
弾
一

一

と

の

ど

が

か

わ

く

量

排

尿

腹

八

分

自

に

娩

酌

匙

M
J
J
μ
M紅
ぃ
:
干
詔

一
回
数
が
多
く
な
る
、
疲
れ
易
く
な
も
程
々
に
、
そ
し
て
増

E3議
絵
本
主
取

E
G一

一
る
、
お
で
き
や
湿
疹
が
出
来
や
す
食
後
一
二
十
分
l
一J
時
¥
下
叫
)
パ
川
騒
騒
魁
堺
叫
胡
行
νト必パ
p
i
l
l
i
-
-
d幅
一

一
く
、
歯
槽
膿
漏
が
悪
化
し
た
り
、
視
閉
し
て
歩
く
、
宮
城
閉
村
ー
や
出
品
一
一

/

/

y

二

一
カ
が
弱
く
な
り
、
日
が
か
す
ん
だ
り
等
の
運
動
を
す
る
こ

l
i
l

恥

uiσ
去

一

/

/

一

午

し

ま

す

。

と

で

す

。

(3)第147号

氏氏

受
賞

中山勝之助さん

技
術
の
継
承
に
努
め
て
お
ら
れ
る
功
績

が
み
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

小
野
瀬
正
蔵
さ
ん
は
重
要
文
化
財
修

理
宮
大
工
匠
と
し
て
、
長
年
、
地
域
の

神
社
、
仏
関
、
御
神
輿
等
の
作
製
に
貢

献
さ
れ
、
~
伝
統
工
芸
文
化
観
光
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
が
み
と
め
ら

れ
た
も
の
で
、
今
回
お
二
人
が
受
賞
の

対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

長
い
関
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後
議

々
活
躍
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
下
さ
い
。

小野瀬正蔵さん

{
庁
舎
玄
関
(
正
面
@
顕
側
)

階
段
に
事
す
り
備
わ
る

役
場
庁
舎
の
正
面
玄
関
と
西
側
出
入

口
が
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
手
す
り
と
盲
導

タ
イ
ル
で
整
備
さ
れ
て
い
る
の
に
お
気

づ
き
で
す
か
。

こ
れ
は
役
場
を
訪
れ
る
お
年
寄
り
ゃ

身
障
者
の
方
々
の
利
便
に
供
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
特
に
、

最
近
の
よ
う
に
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
な

か
で
は
路
面
の
凍
結
な
ど
も
あ
り
う
る

わ
け
で
、
そ
う
い
う
時
な
ど
の
安
全
性

を
高
め
る
う
え
で
も
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

品
一
虫
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
る
厳
し

い
寒
さ
の
中
で
、
自
然
に
親
し
み
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
自

的
に
児
蓑
、
家
庭
、
地
域
、
総
参
加
の

も
と
、
一
二
浜
凧
あ
げ
大
会
実
行
委
員
会

(
大
洗
水
族
館
長
、
武
藤
ふ
み
委
員
長
)

主
催
に
よ
る
「
一
一
一
浜
爪
あ
げ
大
会
」
が
、

去
る
1
月
白
臼
大
洗
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
下

海
岸
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
競
技
は
、
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
の
3
部
門
に

分
け
て
行
わ
れ
、
ゃ
っ
こ
だ
こ
、
角
だ

こ
、
連
だ
こ
等
そ
れ
ぞ
れ
大
会
の
た
め

工
夫
を
こ
ら
し
た
自
慢
の
手
作
り
だ
こ

を
手
に
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
子
供
か

ら
大
人
ま
で
制
名
の
人
達
が
砂
浜
を
か

け
ま
わ
り
、
楽
し
い
雰
間
気
が
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
9
時
却
分
か
ら
開
会
式
が
行
わ

れ
、
竹
内
宏
大
洗
町
長
、
小
幡
五
郎
県

議
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
各

会
場
に
分
か
れ
、
日
時
の
合
同
闘
で
参
加

者
会
員
が
一
斉
に
爪
あ
げ
を
開
始
し
ま

し
た
。時
お
り
の
強
い
風
の
吹
く
中
、
皆
さ

ん
は
凧
あ
げ
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
が
、

風
の
方
向
が
一
定
せ
ず
上
が
っ
て
は
落

ち
、
上
が
っ
て
は
落
ち
、
何
回
か
の
挑

戦
を
く
り
返
す
な
か
で
、
と
き
た
ま
大

空
高
く
舞
い
上
が
る
爪
に
、
家
族
連
れ

の
見
物
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
員
に
よ
る
高
揚
、
安
定

度
等
の
慎
重
な
審
査
が
あ
り
、
そ
の
結

果
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

優

勝

祝

町

小
5
年

議
俊
勝
大
貫
小
6
年

三

位

大

賞

小
6
年

早

川

哲

央

川

上

隆

尾

又

康

洋

努
力
賞
磯
浜
小
6
年

間

徹

下
大
野
小
6
年

杉

山

幸

子

磯
浜
小
2
年

間

村

直

美

下
大
野
小
5

年
大
和
田
順
子

大
貫
小
6
年

佐

藤

佳

可

大
貫
小
6
年

大

野

貴

弘

大
貫
小
6
年

大

内

享

大
貫
小
6
年

八

木

崇

之

祝
町
小
4
年

大

倉

満

祝
町
小
4
年

阿

部

勉

祝
町
小
4
年

加

藤

一

也

夏
海
小
2
年

関

秀

興

湊
一
小
4
年
沢
白
田
孝
歪

湊
一
小
2
年

梅

沢

英

文

湊
二
小
6
年

阿

部

裕

光

湊
三
小
3
年

大

内

真

人

平
磯
小
3
年
大
内
ひ
ろ
子

旭
北
小
5
年
柳
橋
い
ず
み

常
北
石
塚
小
6
年

染

井

幹

夫

中
学
生
の
部

優
勝
大
洗
南
中
1

年

久

裕

子

準
優
勝
大
洗
第
一
中
2
年

須

田

剛

司

一
二
位
大
洗
南
中
1

年

伊

藤

豊

努
力
賞
大
洗
第
一
中
1
年

内

山

祥

広

大
器
竺
中
2
年

神

山

茂

俊

大
器
竺
中
2
年
神
谷
賢
士
口

大
洗
南
中
1
年

堀

内

三

良

大
洗
南
中
1

年
和
田
卓
久

大
洗
南
中
1
年

江

橋

恵

美

大
洗
荷
中
1

年

鈴

木

正

美

大
洗
荷
中
1

年

梶

間

順

子

大
洗
南
中
1
年

大

賞

美

香

大
洗
南
中
1
年

大

賞

有

樹

一
般
の
部

優

勝

那

珂

湊

市

大

内

利

蔵

準

優

勝

大

洗

町

常

務

銀

行

大

洗

支

庄

一
ニ
位
大
洗
町
東
間
利
美
雄

特
別
賞
大
洗
町
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

大
洗
第
一
回

霞
療
費
を
大
切
に

医
療
費
は
毎
年
毎
年
増
、
え
っ
つ
け
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
こ
れ
か
ら
は
風
邪

が
流
行
し
大
き
な
伸
ぴ
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
、
国
保

財
政
は
非
常
に
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
の
原
因
は
、
医
療
技
術

の
向
上
に
よ
る
も
の
と
、
患
者
の
安
易

な
医
者
め
ぐ
り
が
起
因
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
五
十
九
年
度
は
医
療

費
の
値
上
等
も
あ
り
、
更
に
医
療
費
の

保険証は必ず持参しま
しよう。

クスリをむやみにほし
がるのはやめましょう。

家庭農をもちましょう。保
険
税
に
つ
い
て
の
注
意

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

や
、
他
の
健
康
保
険
を
や
め
て
、
国
保

に
加
入
す
る
場
合
は
、
届
け
出
の
日
で

は
な
く
実
際
に
転
入
し
た
日
、
他
の
健

康
保
険
を
や
め
た
日
か
ら
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
届
け
出
が
お
く
れ
ま
す
と
そ

の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
支

しまめや
4
A
M
 
りぐめ
。
焼
う
病
よ

支
払
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
対
応
策
と

し
て
次
の
こ
つ
の
方
法
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
つ
は
保
険
税
の
引
上
げ
、

も
う
一
つ
は
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と

り
の
医
療
費
の
節
約
で
す
。
み
な
さ

ん
が
医
療
費
を
大
切
に
し
て
保
険
税

の
引
上
げ
を
出
来
る
だ
け
押
、
え
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
、
っ
。

医
療
費
節
約
の
、
つ
え
か
ら
次
の
よ

う
な
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

蜘
噛
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
6
ヶ
条

1 

住
宅
の
高
層
化
に
よ
る
用
地
の
高
度

利
用
と
住
宅
供
給
の
拡
大
、
更
に
は
、

勝
住
環
境
の
改
善
整
備
等
を
図
る
た

め
、
町
で
は
昭
和
弘
年
度
を
初
年
度
に

昭
和
田
年
度
ま
で
の
6
ヶ
年
継
続
事
業

と
し
て
、
前
原
町
営
住
宅
削
一
戸
の
建
替

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
田

年
度
事
業
分
(
事
業
費
1
億
3
千
万
円
)

と
し
て
の
l
棟
回
一
戸
の
住
宅
が
昨
年
立

月
に
完
成
し
、
般
公
募
に
よ
り
決
定

2 

往診や夜錦、休日の診
績はひかえましょう。

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
届

け
出
は
早
急
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
、
7
0

ま
た
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き
、

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
も

早
め
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
保
険
税

は
前
月
ま
で
の
課
税
と
な
り
、
転
出
、

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
月
か
ら

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
家
族
に
異

動
が
あ
っ
た
場
合
は
必
ず
十
四
日
以

内
に
届
出
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。



第147号 (4)

判
例
い
を
「
文
化
」
と
の
触
れ
あ
い
に

求
め
ま
せ
ん
か

@
人
会
随
時

申
込
書
は
常
陽
銀
行
本
支
庖
の
窓
口

に
ご
ざ
い
ま
す
。

@
会
費
(
年
会
費
)

偲
人
会
費
(
家
族
会
員
一
名
を
含
む
)

3
、
0
0
0
円

法
人
会
員
一
口

2
0
、
0
0
0
円

⑧
個
人
会
員
の
特
典

①
義
文
特
別
催
事
へ
こ
優
待

②
義
文
学
苑
(
セ
ン
タ
ー
内
施
設
)
の

入
会
金
免
除

③
委
文
移
動
講
座
へ
ご
優
待

④
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
刊
行
物
の

配
布

⑤
旅
行
企
画
の
情
報
提
供
・
あ
っ
旋

室
口
弓
J

織
法
人
会
員
の
特
典

①
セ
ン
タ
ー
施
設
利
用
料
金
の
割
引

②
視
聴
覚
資
料
(
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)
の

無
料
貸
出

③
企
業
内
文
化
催
事
会
画
お
よ
び
講

師
の
派
遣
・
あ
っ
旋

④
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
刊
行
物
の

配
布

L、らあおお昭和59年3J3 1臼

会開催のお知もせ

近年、マスコミ等の急速な進歩により地域における文化

活動も年々活発化してきました。

このようななかで、より一層、町民の皆さんの文化意識

を高め、心豊かな生活をしていただくため、町では中央の

著名人を招き文化講演会を開催いたします。

大義主題T

昭和59年 3月18日(日)

午後 1時間場、午後 I時 30分開演、午後 4時

30分終演

大洗文化センタ一大ホール

⑧三国一郎(テレビ可会者)

テーマ「わたしのおふくろ」

⑧生方主主一 (NHKチーフアナウンサー)

テーマ「ことばと人間関係J

無料

2月27日(月)より

午前 9時より午後 4時30分(申込者には座席

指定券を渡す)

(但し土曜尽の午後及び呂曜祝祭引叫

受付いたしません。 )

座席指定のため定員になり次第締切ります。

大洗町・大洗町教育委員会

大洗町教育委員会社会教育係(文化センター

中央公民館内)TEL62411

(なお電話による申込みは受付いたしません。)

時

場料

申込み開始

受付時間

p}f 

師

臼

場

講

入

層
内
翠
由
同
離
選
翼

郵
縄
民
さ
ち
む
ス
ピ
i
、
ド
戸
w
ノブ

郵
便
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
全
国
的
に
鉄

道
輸
送
か
ら
、
自
動
車
輸
送
へ
大
幅
に

切
り
替
え
、
二
月
一
白
か
ら
小
包
を
含

む
す
べ
て
の
郵
便
物
の
記
達
が
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
内
を
郵
便
番
号
上
二
け
た
が

「3
1
」
地
域
を
水
戸
局
に
、
「
3
0
」地

域
を
土
浦
局
に
地
域
区
分
局
に
指
定

し
、
郵
便
物
を
受
け
取
っ
た
水
戸
、
土

浦
両
局
で
は
さ
ら
に
、
主
要
配
達
局
別
に

区
分
し
て
専
用
自
動
車
使
で
輸
送
す
る

と
と
も
に
、
沼
町
内
普
通
局
で
は
、
午
後

七
時
ま
で
に
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
物

は
、
田
町
内
な
ど
翌
日
配
達
対
象
地
域
に

は
翌
日
配
達
、
そ
れ
以
外
の
集
配
特
定

局
で
は
午
後
五
時
ま
で
に
差
し
出
さ
れ

た
郵
便
物
が
翌
日
配
達
と
な
り
郵
便
サ

ー
ビ
ス
の
改
善
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

電
話
は
全
国
ど
こ
へ
で
も
移
転
で
き

ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
電
話
を
移
転

さ
れ
る
場
合
に
は
お
早
日

(
7
日
l
日

旦
別
)
に
電
話
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
と
く
に
3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

は
電
話
の
移
転
が
も
っ
と
も
多
い
時
期
、

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
す
ぐ
電
話
局

話
の
移
転
の
お
申
し
込
み
は
お
早
目
に

へ
。
ま
た
篭
話
の
引
っ
越
し
を
機
会
に
電

話
機
の
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
は
い
か
が
で
す

か
。
移
転
工
事
と
同
時
に
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
、

親
子
電
話
な
ど
に
取
り
替
え
る
場
合
、
工

事
料
金
が
割
り
引
き
に
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
っ
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
洗
電
報
電
話
局

6
i
2
9
9
1

大洗文化センタ-3J守分有事予定雪景
円坐司

令矛内事{畢関催場所名事催開始時間fヨ{握跨

申込み締切日

主催
申込み先及び
問い合せ先

子供を対象にバレエ講習及び実技を行なうリハーサル室室教コニレノく13: 00-
3月 1，8， 
15， 22日休)

討論集会jレホ茨城県教職員組合討論集会10: 00-3月 3日ω

磯節コンクール大会/レホ本磯一門コンクール大会9 : 00-3月4日(日)

大洗町における交通事故の発生状況

昭和58年度保育所主任保母研究協議会
ホール

大会議室
9 : 00-3月 6B(刈

(59.1月現在)一般対象にダンス講習及ぴ実技を行なうリハーサル妄ぷ斗
ヱミ習講スンダ一」凡全土18: 00-

3月6日ω
3月27日ω

数j成増前年同期if. 本
技術者研修会大会議室公立文化方面設関ブロ技術者研修会9・00-3月13日伏)

)
 

1
1
4
 
(
 

( 8 ) 8 9 ( 9) 発生件数

。(0 ) (0 ) 。)
 

八

U(
 

ハU数者死
運転免許所宥考で更新のための講習会大会議室運転免許証更新時講習会9 : 00-3月16日紛

)
 

寸

a
i(
 

(9 ) 9 10 (10) 負傷者数
三国一郎 生方恵一

テー?i私のおふくろJ rことばと人間関係」
ノレホぷ斗

Zスi寅言轟fむ文町洗大13: 00-3月18日(日)

※( )内は累計を示す。

“毎月守自は突通安全の日"“あ芯定ガ築く突通安全"
電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ大会議室電子レンジ料理教室9 : 00-3月27日(刈

4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 
月/ 

/ / / / / / / / / / / / / / 
10 9 7 6 4 3 27 15 14 13 12 9 7 6 日

機 f手 機 破手百 手し 機 機 育 成 機 母 B応ツ 反ツ 機 事
能 能 傷テ呂 古E 古包 人 ム日抗E C検ベ

""ー 能

鴎
性 関 風手咳 児 回 悶 児 病 関 f生 Gj主ル 応、ル Illl 

) ク 子防割jク 業
{夏 布告 復

予F方 健 f夏 {夏 中自 {夏 中目 定1)検? f室
百11 言11 f妾 ~)II 言11 ク、y ヨ11 接及ン 司月

名
中東 雲ロ火水 練 稜 きロふク 線 練 談 練 吾阿s火k 種び反 交ン 古車

する苦i篭手 妊 す者る者害障
生 生生

者する者i害輩 者する害者障
生生 成

者する者控害ま
妊 、7 生

者する者害際古着 後 後後 後後

病者患人

世苦
J、、、a 
後

者者 及 24 7 2 7 2 及 ノクレ 3 女す
で U' で カ カカ で てい カカ で ぴ カ で

機能
母
機能
月 月月

機能 機能
月月

機目E
母 J、/ 月

機能
↑生 I I I I 及 tl: 反

復回 復回
48 8 3 

復回
復訓E3| 
8 3 v' 

復百回11 

応 4 回
象

カ 力力 力力 検 歳 f訓呈
言11 言11 月 月月 首11 月月 般 査 未

練を 練を
未 (7)♂〉

練を 練を
(7)<7) f主 練 が i荷

練を
l満 者者 者者 民 を E主 (7) 

名
必 必、 σ〉 必 必 必、 ↑生 者 必
要 要 者 要 要 要 。〉 聖書
と と と と と 者 と

ヨ 9 9 l 1 9 1 1 9 9 l 1 l 
FJK ， 

lls寺 lls寺 11s寺 2時 2時 2時 11s寺 2 s寺 2持 11待 11s寺 2時 2 s寺 2 s寺
待。。 時00 待。。 時15 Z寺15 Z寺00 日寺00 時15 時15 時00 時00 自寺 15 告寺 15 待。。 イ間時寸
30分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

一
般
曹
候
補
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

防
衛
庁
で
は
、
一
般
欝
候
補
学
生
の
募
集
受
付
を
常
時
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

将
来
自
衛
隊
の
各
職
域
に
お
け
る
陸
・
海
・
空
警
の
基
幹
要
員
と
な
る
べ
き

者
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

約
2
年
間
の
教
育
課
程
を
終
了
し
、

3
等
陸
・
海
・
空
苗
自
に
昇
任
し
て
各
種

の
部
隊
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
、
採
用
予
定
人
員

陸
・
海
・
空
各
約
制
名

2
、
応
募
資
格

高
卒
(
見
込
み
)
却
歳
未
満
の
者

3
、
受
付
期
間

毎
年
5
月
l
翌
年
2
月
ま
で

(
3
・
4
月
は
新
高
卒
者
の
み
)

4
、
応
募
手
続
等

受
験
を
希
す
る
方
、
又
は
内
容
等
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部

官

0
2
9
2
凶
9
2
9
4

自
分
の
自
で
曜
か
め
よ
う
f

避
難
方
法
と
層
盟
の
状
況

3
月
7
日
j
恰
巴「
建
築
物
防
災
週
間
L


